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本年度も３か月が経過し、各クラブにおかれてはすでに
様々なロータリー活動や奉仕事業を積極的に推進されて
いることと推察いたします。
今月は経済と地域社会の発展月間であります。
ロータリーの重点目標の一つであるこの大きな課題に
私たちロータリアンはどのような取り組みをしていけば良
いのでしょうか？
　私は次の３つの奉仕活動の観点から地域社会とつな
がるロータリーを目指していただきたいと思います。
１．職業奉仕：
職業を通じて社会に貢献することはロータリーの奉仕の
理念を実践するうえで根幹をなすものです。
様々な職業分野におけるリーダーたるロータリアンの果
たす役割は地域社会や経済にとり極めて大きいものがあ
ります。近江商人の商道徳「売り手良し、買い手良し、
世間良し」もこのことを表しています。
ロータリーの学びを生かし日ごろの職業でいかにリー
ダーシップを発揮するかが地域社会を支える最も重要な
鍵といっても過言ではないでしょう。
２．社会奉仕：
各クラブを取り巻く地域社会のニーズは時代とともに変
化しています。　ロータリーが従来取り組んできた社会
奉仕活動の経験をもとに、それぞれの地域の新しいニー
ズをつかみ新たな社会奉仕にチャレンジしていかねばな
らない。　それには行政や諸団体との地域ネットワーク
など地域住民との連携も極めて重要になってきています。
クラブの社会奉仕事業とは、多角的な視点での奉仕プ
ロジェクトとして青少年奉仕や職業奉仕や国際奉仕の角
度からも、すべてのメンバーが関与し参加することこそ
クラブの活性化や公共イメージ向上にも大切なことと考
えます。
また、地域の環境問題は今後ますますロータリーがそれ
ぞれの地域の課題として取り組むことが期待されるとこ
ろです。

３．国際奉仕：
世界には未だ貧困にあえぐ地域や国が数多くあります。
そうした地域の経済や社会を救済し、発展を援助するこ
とを目指す地域社会のリーダーや地元団体とのネット
ワークを向上することがますます重要となっています。
雇用創出や貧困の削減、経済と地域社会の発展に関連
した仕事に従事することを目指す専門職業人のための奨
学金支援には大きな意義があります。　
また、ロータリーの海外とのネットワークにより地域の
様々なニーズをつかみながら、海外での共同奉仕事業は
その地域住民に大きなインパクトをもたらすことができ
ると思います。
　以上３つの奉仕活動は、地域経済や社会を広く支え
るのみならず地域発展の原動力であるとの思いを強くし
ます。この観点からも、ロータリーの価値観を共有す
る仲間を幅広く増やしていくことが求められるのです。
「最も良く奉仕するものは、最も良く報われる」
人のために良心をもって行うこと、さらにはロータリーで
こそ自分を超えたことのできる超我の奉仕がロータリー
活動の醍醐味ではないでしょうか。
さあ、4つのテストを胸に地域社会とつながるロータリー
を実践してまいりましょう。

　10 月は米山月間でもあります。昨年度は米山奨学金
制度が 50 周年を迎え、多くの元米山奨学生の各国に
おける活躍や我が国との国際交流と親善に果たす役割
の大きさが再認識されました。　国際ロータリーにおけ
る日本独自のこのプログラムが世界からも高く評価され
るに至っております。
今後も、米山奨学事業の意義を十分に理解していただ
き更なるご寄付をお願いいたしますとともに、奨学生の
卓話や、クラブフォーラムの開催、クラブ奉仕事業への
米山奨学生の参加などを通じて国際交流をはかっていた
だきたいと思います。

地域社会とつながるRotary
国際ロータリー第 2650 地区
2018 ー19 年度ガバナー
　
中 川　基 成

　



ロータリー創始者
ポール  Ｐ・ハリス
Paul P. Harris

（米国・シカゴＲＣ）

子ども交流事業 in 北栄町
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新任ガバナー補佐紹介
That Emotion想い

森陰　輝夫
福井あじさい RC

2018ー19年度
福井県第１グループ
ガバナー補佐

甲斐切　稔
湖南RC

2018ー19年度
滋賀県第２グループ
ガバナー補佐

四つのテスト

　入会時のロータリーへの想いは、
ロータリーの創始者であるポール・
ハリスの語録です。ポール・ハリスは、
「社会に役立つ人間になる方法は
色々あるが、最も身近で効果的な方
法は、間違いなく自分の中にある。」
と述べています。私は職業という抽
象的で広汎な言葉の中に本質がある
と思ったのです。社会は人々の相互
間の必要性の集まりであり、この必
要性が職業と考えます。ロータリー
は職業分類の大原則があり、職業
の道徳的水準を高め、業務を品位

あらしめる責任
を担っていると
しています。
　取引先、経営
者、従業員、同
業者その他の職
業者の関係者や
社会一般の人々
との公正な関わ
りを正しく捉え
ることによって、
社会全体に奉仕することが重要であ
ると考えるとしています。一般的に
は職業とは、生計を得るため、財を
築くため、社会的地位の確保のため
の手段だと考えられていますが、こ
れは自己のための職業であると思い
ます。
　事業経営の目的は利益の追求で
すが、他者のための職業活動も忘れ
てはならないと思います。私は職業

会計人であります。私の事務所では
職員全員にこの「四つのテスト」を
頒布し、事務所にも経営理念の一
部として掲げています。
　職務上、私は問題が発生した場合、
迷った場合、困った場合など自問自
答する前に公正なあり方を正しい判
断に導ける羅針盤として位置付けて
います。これが奏功し、過去に難
解な問題を解決してきています。や
はり原因は間違いなく自分の中にあ
るのだと思います。職業奉仕は人間
社会が存在する限り永遠の課題であ
りますが、「四つのテスト」こそ職
業奉仕の根本原理であるのではない
かと思っています。
　そういう想いで福井県第１グルー
プの各クラブの目標に向けた活動の
進捗を中川ガバナーに一生懸命お伝
えしていきたいと熱く思っています。

　湖南ロータリークラブでは、私が
会長をさせていただいた第２５期に
「愛あふれる奉仕を地域とともに」を
テーマに青少年育成事業として湖南
市と友好都市である鳥取県北栄町と
の子ども交流事業を湖南市とともに
実施致しました。事業の目的として、
子供達がそれぞれの町を知ってもら
う為に湖南市の子供達がこなん交流
大使として、北栄町を訪問し、砂丘
まつりのイベントに参加し、湖南市

の特産品を販売する体験活動で湖南
市をＰＲし、北栄町の子供と一緒に
野外活動を行い交流活動を通じて人
とふれあう喜びや、友情のあり方、
集団生活のルールなど、より良い人
間関係のあり方を学び、協調性や社
会性を身につける事を目的として行っ

ています。
　今年度も５回目の「子ども交流事
業」を昨年８月２０日から２１日にか
けて、湖南市と北栄町の子供達３０
名がキャンプ生活を通じてリーダー
シップの向上と交流を深める目的を
達成することが出来ました。

子ども交流事業
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地区事業報告

Intercity Meeting   開催報告
先日開催されました IM（Intercity Meeting）第３組と第１組の開催結果をご報告いたします。

　地区最大、36 クラブ、約 1900
名のロータリアンを擁するＩＭは壮
観の一言。早速ＩＭ３組ホストクラ
ブである園部 RC 会長川西通夫様に
お話しを伺いました。まずどの様に
ＩＭのテーマ「引き出そう　ロータ
リーの可能性」を選考されたのか？
又どの様な経緯で基調講演講師とし
て吉田義人氏を招聘されたのか？非
常に興味あるところです。
　同ＲＣは現在会員数 23 名（実動
16 名）で、これだけの規模の IM
を開催するのは大変であったこと、

坂本克也ゼネラルリーダーから当初
より相談、協力、ご指導をいただけ
たことで開催にこぎ着けたとのこと
です。テーマに関しては、ロータリー
の奉仕活動とスポーツとのマッチン
グが出来ないだろうか？青少年育成
のヒントにならないか？その想いで
ラグビーを通してロータリーの奉仕
活動のトライを目指そうということに
なりラグビー界で著名な吉田義人氏
に白羽の矢をたて招聘されたそうで
す。元ラグビー日本代表、７人制ラ
グビーチーム代表・監督、日本スポー
ツアカデミー理事長の同氏はスポー
ツを通じ将来の人材育成に力を注い
でおられます。基調講演「矜持を
持って前へ前へ」では、自分の能力
を信じ、誇りを持って何事にも対処
しようという力強いメッセージをいた
だきました。

　その後の鼎談（坂本ＧＬ、吉田
義人氏、中川Ｇ）「引き出そう　ロー
タリーの可能性」においても吉田義
人氏から私達ロータリアンが更なる
可能性を引き出し、学び、実践して
奉仕のトライを重ねることができる
心構えや勇気、そして結果を出せる
行動について多くの示唆に富んだお
話しをいただきました。同氏の人間
味あふれるスポーツマン、その人間
力の素晴らしさを感じさせられた鼎
談でした。その後「手に手つないで」
の合唱で閉会となりました。

　野洲 RC 北村篤司会長にＩＭ開催
についてのお話しを伺いました。今
回は、ゼネラルリーダー河本英典パ
ストガバナーの意向を強く反映した
ＩＭ開催となった由。　　　
　河本ＧＬの指針は ①自分達にあっ
たＩＭをする ②手作りのＩＭこそが
地域やＲＣの活性化につながる ③
興味があり面白いことでないとダメ
④ＩＭの評価は途中退席なく最後ま
でどれだけの人数を残せるかにか
かっている ⑤その為には、難しい
テーマをえらぶな、ええかっこする
な ⑥高額費用の講師は授業みたい
で面白くないから呼ぶな ⑦野洲ＲＣ
の思い通りにやって良い。が最後に
ＧＬがダメと言ったらダメ
　以上を踏まえ野洲ＲＣとして、自
分達の個性を活かして背伸びをせず

自分達らしく、参加して良かったと
思えるＩＭにしようと方針が決まった
とのこと。テーマ「びわ湖の過去・
現在、そして未来に向けて」の選定
に関しては、即決とのことでした。
　理由として ①滋賀県の２１ＲＣ全
てが琵琶湖に接していて昔から色々
な影響をうけていること ②野洲ＲＣ
では、以前より社会奉仕事業で琵
琶湖の環境問題に取り組んでいるこ
と ③小学生に「よしの苗の育成、
植栽等の青少年奉仕事業を行って

いること ④会員に琵琶湖の漁師の
方が在籍し、色 と々情報提供や指導
を受けられること
　以上の事によりテーマの決定から、
ＩＭの開催内容まで吟味されたそう
です。
　フォーラムでは、コーディネーター
の佐藤祐一様（滋賀県琵琶湖環境
科学センター主任）。因みに公務員
の為、講師費用はゼロ。クイズをか
らめてのびわこの環境問題を興味深
くまた楽しく解説されました。
　続いての事業発表では、野洲 RC
の琵琶湖の漁師でもある松沢松治
会員より、現実味を帯びた具体的な
「山から湖までの活動」の報告がな
されました。
　野洲ＲＣさんが目指された地元重
視の個性あふれる豊かなＩＭでした。

第３組：京都市域・京都南部
テーマ／「引き出そうロータリーの可能性」―学び実践して結果を出そう―

テーマ／「びわ湖の過去、現在、そして未来に向けて」

8月25日（土）　於：京都ホテルオークラ

広報・月信 幹事　野島　誠一

第１組：滋賀 9月8日（土）　於：びわ湖大津プリンスホテル



マイロータリー 検索ＭｙＲｏｔａｒｙ の活用について その2
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GOVERNOR’S
地区広報委員会 委員長　髙野　治

　ＭｙＲｏｔａｒｙには色々な機能があり
ます、その一部を紹介します。「運営
する」→「クラブと地区の運営」にある、
「クラブの運営」や「ロータリークラ
ブ・セントラル」です。これらはＲＩ
に対して、個人データやクラブデータ
の追加・更新、クラブ目標の報告な
どを行う機能です。広報や公共イメー
ジ・認知度の向上に資する機能では
なく、主な目的は管理ということだと
思いますが、こちらで個人データを登
録していただかないとＭｙＲｏｔａｒｙの
登録もうまくいきません。
　ＭｙＲｏｔａｒｙの大きな機能として、
「情報、知識、有用なツールの入手」
が挙げられます。例えば、クラブの
会員増強委員長になり、ジリ貧傾向
のクラブを建て直すために一生懸命
頑張りたいと思っているが、何をして
よいのかわからないというような状態
であるとします。是非、「ラーニング
＆参考資料」→「主題別　会員増強」
を覗いてみてください。膨大な量の資
料やツールがあります。全てが役立つ
わけではありませんが、必ず何かの支
えとなってくれるでしょう。
　広報委員長さんは同じく、「ラーニ
ング＆参考資料」→「主題別　広報」
を覗いてみてください。また、「会員
コーナー」→「ブランドリソースセン
ター」にも目を通してください。どの
ように広報活動を進めていけばよいか、
ＲＩは公共イメージと認知度の向上に
関し、どのような戦略を持っているの
かがわかると思います。
　同様に、プロジェクト立案、ロータ
リー財団、補助金活用、青少年奉仕
活動、国際奉仕活動等々について、
様々な情報や知識、有用なツールを
得られます。

　それ以外に Ｍｙ
Ｒｏｔａｒｙには、交
流、情報交換、内
部広報といった機
能もあります。特
に今年度中川ガバ
ナーからは、「ロー
タリーショーケー
ス」の活用を積
極的に推進せよと
仰せつかりました。
　「行動する」→「プロジェクトを立ち
上げる　ロータリーショーケース」を
覗いてみてください。世界各国のクラ
ブが、奉仕活動の報告をしております。
他クラブがどのような活動をしている
のかがわかり、自分達がどういうプロ
ジェクトを立ち上げるかの参考になる
と思います。そしてそれがクラブの活
性化、ロータリーの推進につながりま
す。是非「新プロジェクトを追加」を
クリックしてください。各クラブのプロ
ジェクトを世界に発信しましょう。
　ロータリーは「世界を変える行動
人」という新しいグローバル広告キャ
ンペーンを立ち上げました。広告は
ロータリーのウェブサイトのブランドリ
ソースセンターでダウンロードできま
す。また、世界各地のクラブが一貫した、
説得力のあるストーリーを発信するた
めに、素材の活用法、カスタマイズの
方法についてのガイドラインも入手で
きます。「会員コーナー」→「ブランド
リソースセンター」で覗いてみてくだ
さい。
　また、「世界ポリオデー」のイベン
トが、１０月２４日に行われます。ポ
リオ撲滅にスポットライトをあて、世
界からポリオを永遠になくすために今
後何が必要とされるのかが取り上げら

れます。イベント
の様子は、ポリ
オ撲滅支援サイ
ト（endpolio.
org/ja）でライブ
配信されます。
　昨年の同時期

と比較すると、世界的なポリオの発
症数はほぼ半減、リソースを結集すれ
ば、今年中に最後の症例となる可能
性が高まっています。ロータリーでは、
世界各地での「世界ポリオデー」イベ
ントの計画と推進に役立つ「世界ポリ
オデーツールキット」を作成しました。
クラブや地区で世界ポリオデーイベン
トを計画している場合は、イベント内
容をこちらからご登録できます。アト
ランタからのライブ中継中、または
ソーシャルメディアのページで紹介さ
れる可能性があります。「ニュース＆
メディア」→「お知らせ」「ポリオ」で
検索。

　「会員コーナー」→「ロータリー グ
ローバル リワード」は、割引などの
特典を利用できるほか、購入代金の
一部をロータリーの支援に充てること
もできます。
　それ以外にも「アイデア応援サイ
ト」※1で、奉仕プロジェクトに対し、人的、
物質的、金銭的支援を受ける、「フォー
ラム」※2 で世界中に仲間を作るなど、
ロータリーならではの機能が満載です。
是非、多くの会員の皆様がＭｙＲｏｔａｒ
ｙを活用していただくことを願います。

※1「行動する」→「プロジェクトを立ち上げる」→「アイデア応援サイト」
※2「アイデアを広げる」→「フォーラム」
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米山奨学委員会

青少年交換委員会

派遣学生帰国報告会

ローターアクト委員会

委員会通信

　８月２６日 ( 日 ) に中川基成ガバナー
をお迎えし、開催しました 2017-18 年
度派遣学生の帰国報告会は、『派遣学
生の皆様おかえりなさい』に始まり各
学生の体験発表では「一年間の思い出」
が笑顔あり、感涙ありの中終了致しま
した。２０１６年秋に始まりました１年
間の研修、２０１７年夏より１年間の海
外派遣生活、約２年間を『若き親善大
使』として責務を果たし無事帰国され
た事は、保護者の皆様はじめ各年度ガ
バナーを頂点とした青少年交換に携わ
られました多くの方々と共に心より喜
び、そして感謝致したく思います。
　期待と不安をいっぱいに詰め込んだ
身体、そして一年分の衣装を詰めた旅
行鞄を手に一人で空港を飛び立った皆
様、この一年の派遣は辛かった事の方
が多かったかもしれません。言葉、文化、
想像もしなかった事態や苦悩にも遭遇

した事でしょう。それを自ら考え、耐え、
解決した経験は、言葉や文字では表現
出来ない事で、この経験こそ派遣学生
の皆様の大きな成長の証・お土産・宝
物だと思います。それは自分の為でなく、
家族、友人、地域の方、如いては世界
の人々にも役立ち貢献できる事を期待
してやみません。この間家族・スポン
サー・ホストクラブ、ホストファミリー、
派遣先で接した様々な人たちが温かく

見守って下さいました。全ての方々に
感謝の気持ちを忘れる事無く、更なる
飛躍を願います。本日の感動は、派遣
学生のみならず、多くの方々の心に残
るものとなる様願っております。すべ
てのロータリアンの温かい好意と友情
に支えられ、２６５０地区の青少年交換
プログラムが約５０年の歴史を歩めた
事に感謝し今後も多くの交換学生が生
まれる事を心より願いたく思います。

　５ゾーンの内、２ゾーンが当日の天候不良で中止をやむなくされましたが、滋賀ゾーンは２２名の参加者で献血実績
５２名。奈良ゾーンは４２名の参加者で揃いのＴシャツで活動をＰＲ。京都南ＡＢゾーンは外部団体・インターアクター
を含め１００名を超える参加者で京都市内の清掃。時おり雨が降る中、今年も有意義な活動となりました。
　今後も、心を込めた活動を通して、ローターアクトの活性化を目指します！! 

第2650地区 2018-19年度  アクトの日開催　2018年9月9日（日）

奈　良  ：クリーンしゃ
　　　　 ～近鉄電車の駅をきれいに～ 

滋　賀  ：つながり
　　　　 献血ボランティア活動 

京都南 A・B  ：
　　　　塵も積もれば山となる

委員長：岩滝 俊彦

委員長：中村 幸男／地区代表：庄司 博洋

天候不良の為 中止： 福　井  ：朝倉氏遺跡おそうじツアー
 京都北  ：遊び方は無限大「ドッヂビー体験会」
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2018年7月会員数の増減及び出席率表
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クラブ名

前
月
末

会
員
数

入
　
会

退
　
会

７
月
末

会
員
数

期
　
首

会
員
数

入会
累計

退会
累計

例
会
数

出席率
％

女
　
性

会
員
数

綾部
福知山
福知山西南
亀岡
亀岡中央
京丹後
京都
京都伏見
京都平安
京都東
京都東山
京都北東
京都イブニング
京都城陽
京都桂川
京都北
京都南
京都モーニング
京都紫野
京都中
京都西
京都乙訓
京都洛中
京都洛北
京都洛南
京都洛西
京都洛東
京都嵯峨野
京都さくら
京都西北
京都西南
京都紫竹
京都朱雀
京都田辺
京都山城
京都八幡
舞鶴
舞鶴東
宮津
園部
宇治
宇治鳳凰
小計

■表作成にあたって
　・会員数に、名誉会員は含まれておりません。
　・入退会者数、7月会員数および入退会者累計数は7月末現在です。     
　・「期首会員数」は、2018 年 6月末会員数です。

28
56
46
32
18
32
189
96
23
85
63
27
18
31
30
65
239
50
50
39
108
36
86
67
29
47
48
20
24
35
45
33
36
20
23
27
24
35
29
22
43
43

2,097

京都府
（42クラブ ）

福井県
（18クラブ ）

滋賀県
（21クラブ ）

クラブ名

前
月
末

会
員
数

入
　
会

退
　
会

７
月
末

会
員
数

期
　
首

会
員
数

入会
累計

退会
累計

例
会
数

出席率
％

女
　
性

会
員
数

Eクラブ
（1クラブ ）

クラブ名

前
月
末

会
員
数

入
　
会

退
　
会

７
月
末

会
員
数

期
　
首

会
員
数

入会
累計

退会
累計

例
会
数

出席率
％

女
　
性

会
員
数

28
58
46
34
19
30
197
96
23
86
63
28
18
32
31
65
243
50
51
41
108
36
86
68
30
47
48
20
25
36
45
34
36
20
23
27
24
36
31
23
42
44

2,128

96.29 
94.92 
87.46 
100.00 
62.50 
83.18 
99.74 
86.94 
93.48 
95.79 
80.12 
85.87 
93.33 
100.00 
89.49 
85.27 
92.95 
89.21 
100.00 
98.17 
99.02 
82.73 
100.00 
100.00 
93.33 
91.48 
85.64 
77.63 
70.69 
91.60 
95.97 
89.63 
81.52 
92.65 
93.94 
87.74 
97.09 
91.04 
90.86 
95.16 
94.56 
97.11 
90.81 

28
56
46
32
18
32
189
96
23
85
63
27
18
31
30
65
239
50
50
39
108
36
86
67
29
47
48
20
24
35
45
33
36
20
23
27
24
35
29
22
43
43

2,097

0
2
0
2
1
0
8
0
0
3
0
1
0
1
1
0
4
0
1
2
0
0
0
1
1
0
0
0
1
1
0
1
0
0
0
0
0
1
2
1
0
1
36

0
0
0
0
0
2
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
5

0
2
0
2
1
0
8
0
0
3
0
1
0
1
1
0
4
0
1
2
0
0
0
1
1
0
0
0
1
1
0
1
0
0
0
0
0
1
2
1
0
1
36

0
0
0
0
0
2
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
5

3
4
5
4
1
3
4
4
2
4
4
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
4
4
4
4
4
3
3
5
4
4
4
3
5
3
4
5
3
4
4
3.8

2
0
2
0
1
3
0
9
5
0
4
1
1
2
0
0
0
7
0
0
0
1
0
0
2
4
0
0
7
3
3
3
3
4
0
3
0
3
0
0
1
6
80

奈良県
（14クラブ ）
クラブ名

前
月
末

会
員
数

入
　
会

退
　
会

７
月
末

会
員
数

期
　
首

会
員
数

入会
累計

退会
累計

例
会
数

出席率
％

女
　
性

会
員
数

136
61
59
55
105
36
32
24
25
32
29
40
44
51
27
28
18
21
823

クラブ名

前
月
末

会
員
数

入
　
会

退
　
会

７
月
末

会
員
数

期
　
首

会
員
数

入会
累計

退会
累計

例
会
数

出席率
％

女
　
性

会
員
数

138
61
60
54
106
36
32
24
26
32
29
40
44
53
28
29
18
21
831

85.01 
76.63 
83.33 
80.27 
68.05 
88.25 
75.37 
70.83 
76.92 
87.04 
85.84 
86.80 
65.70 
77.17 
93.52 
83.09 
62.96 
95.07 
80.10 

136
61
59
55
105
36
32
24
25
32
29
40
44
51
27
28
18
21
823

2
1
1
0
1
0
0
0
1
0
0
2
0
3
1
1
0
0
13

0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
2
0
1
0
0
0
0
5

2
1
1
0
1
0
0
0
1
0
0
2
0
3
1
1
0
0
13

0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
2
0
1
0
0
0
0
5

4
4
3
4
4
4
4
3
4
4
4
3
4
4
4
4
3
3
3.7

11
5
10
9
11
2
3
2
3
0
3
1
3
2
0
0
1
1
67

あすか
五條
平城京
生駒
橿原
奈良
奈良東
奈良西
奈良大宮
桜井
大和郡山
やまとまほろば
やまと西和
大和高田
小計

56
29
22
19
45
123
34
45
61
18
49
30
29
101
661

56
29
23
19
45
126
34
46
61
18
50
30
29
101
667

92.86 
96.38 
86.24 
85.19 
89.64 
95.79 
100.00 
94.81 
89.30 
78.13 
88.73 
92.77 
89.06 
100.00 
91.35 

56
29
22
19
45
123
34
45
61
18
49
30
29
101
661

0
0
1
0
0
4
0
1
0
0
1
0
0
0
7

0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1

0
0
1
0
0
4
0
1
0
0
1
0
0
0
7

0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1

4
3
3
3
4
4
4
4
5
4
4
3
4
5
3.9

1
0
4
2
1
5
1
3
0
4
2
3
2
4
32

福井
福井あじさい
福井ﾌｪﾆｯｸｽ
福井東
福井北
福井南
福井西
福井水仙
勝山
丸岡
三国
大野
鯖江
武生
武生府中
敦賀
敦賀西
若狭
小計

びわ湖八幡
五個荘能登川
東近江
彦根
彦根南
湖南
草津
水口
守山
長浜
長浜東
長浜北
近江八幡
大津
大津中央
大津東
大津西
栗東
高島
野洲
八日市南
小計

53
21
35
65
68
40
29
32
40
55
61
26
44
119
29
21
19
49
52
39
51
948

53
20
35
64
68
42
29
32
42
57
61
30
44
119
29
23
20
50
53
39
51
961

95.54 
79.05 
87.94 
91.28 
97.95 
97.22 
95.54 
91.80 
93.76 
93.21 
95.03 
94.17 
98.29 
100.00 
74.75 
91.30 
94.43 
90.50 
100.00 
95.21 
90.16 
92.72 

53
21
35
65
68
40
29
32
40
55
61
26
44
119
29
21
19
49
52
39
51
948

0
0
1
0
1
2
0
0
2
2
0
4
0
3
0
2
1
1
2
0
0
21

0
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
1
0
0
8

0
0
1
0
1
2
0
0
2
2
0
4
0
3
0
2
1
1
2
0
0
21

0
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0
0
0
0
1
0
0
8

4
4
4
4
3
4
4
4
4
4
4
4
3
4
4
4
4
4
4
5
3
3.9

1
1
1
6
0
2
0
0
1
0
0
4
1
6
4
4
0
1
3
2
3
40

日本ロータリー
Eクラブ2650
小計

48

48

47

47

100.00 

100.00 

48

48

0

0

1

1

0

0

1

1

4

4

7

7

クラブ名

前
月
末

会
員
数

入
　
会

退
　
会

７
月
末

会
員
数

期
　
首

会
員
数

入会
累計

退会
累計

例
会
数

出席率
％

女
　
性

会
員
数

合計
（96クラブ ）

合計 4,577 4,634 89.404,57777 20 77 20 3.9 226
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西日本豪雨義捐金募集について

京 都
福 井
滋 賀
奈 良

＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿

国際ロータリー第2650地区
2018ー19 年度ガバナー　中 川　基 成
ガバナー事務所
〒600-8216　京都府京都市下京区東塩小路町614 番地　新京都センタービル5階 520 号室
TEL. 075-353-2650　　FAX. 075-343-2651  E-mail  gov2018-19@rid2650.gr.jp

第 2650 地区のホー
ムページが新しくな
りました。各地区
委員会活動の報告
や各クラブからの
事業報告等、様々
なメッセージを掲
載いたします。是
非ご覧ください。

国際ロータリー
第2650地区
ホームページの
ご紹介

http://www.rid2650.gr.jp/

地区副幹事長　中西　知

　７月２６日付けにて地区内全ロータリーク
ラブの会長・幹事の皆さんに「『西日本豪雨
災害復興支援決定』ご報告並びに『義捐金
募集』のお願い」という文書を発送させて
いただきました。
　復興支援先に対しては、月信９月号Ｐ４に
掲載の通り、既に送金が完了しています。
　「義捐金募集」については、会員一人当た
り、3,000 円以上を目安に支援をお願いして
いるところです。９月２０日現在、地区内96Ｒ
Ｃ中５２クラブ、7,279,500 円の支援をいただ
いていることをご報告いたします。９月末日
を締切日に設定しておりましたが、未だ送金
していただいていないクラブは１０月末日ま
でに是非ご送金くださるようお願い申し上げ
ます。
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7 月入会者一覧
クラブ名 氏名 職業分類 クラブ名 氏名 職業分類 クラブ名 氏名 職業分類
福知山
福知山
亀　岡
亀　岡
亀岡中央
京　都
京　都
京　都
京　都
京　都
京　都
京　都
京　都
京都東
京都東
京都東
京都北東
京都城陽
京都桂川
京都南
京都南
京都南
京都南
京都紫野
京都中
京都中

安武　茂雄
田中　達也
大場　義博
大西　浩史
石村　和義
戸張　彰人
佐伯　友史
阪田　英治
松尾　一哉
大畑　喜昭
中條　太志
藤田　　孝
木下　正直
田原　和也
三木町宣行
早川　元啓
山本　雅一
生駒　一憲
織田　鉄也
芦刈　秀城
小川　信也
上田　邦博
川崎　照晃
石橋広一朗
若菜　章夫
樋口　濃史

旅行業
鉄道運輸
税理士
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
建築請負業
証券会社
都市銀行
航空事業
ガス供給事業
電信電話事業
損害保険
劇場
証券会社
百貨店
茶道
保険
税理士
郷土研究
土木工事
証券業
都市開発
建設業
神経内科
新聞販売
ｱﾆﾒｰｼｮﾝ制作・販売
外科

京都洛北
京都洛南
京都さくら
京都西北
京都紫竹
舞鶴東
宮　津
宮　津
園　部
宇治鳳凰
福　井
福　井

福井あじさい
福井ﾌｪﾆｯｸｽ
福井北
勝　山
大　野
大　野
武　生
武　生
武　生
武生府中
敦　賀
東近江
彦根南
湖　南

北村　隆嗣
杉井　康夫
久保田敏一
中川　敏逸
西田　妙子
大石　昌徳
中山　　大
野津　哲也
安谷　一秀
山田　智久
山本　　恵
小泉　達哉
中澤　秀徳
森　　　隆
高木　治樹
幅田　浩二
岸本　利浩
黒原　繁夫
木下　仁史
奥村　　充
前田　栄二
増谷　幸士
三田　英男
横江　成治
青山　悟士
田中　憲司

損害保険
不動産賃貸業
建築デザイン
玩具販売
翻訳業
電力供給
リゾートホテル
証券業
道路舗装
弁護士
生命保険
中央銀行
保育園
洋菓子製造
赤十字病院管理
金融業 信用金庫
金融業
事務用品文具配布
清掃用品ﾚﾝﾀﾙ業
電気事業
介護福祉
石材業
電力供給
商業銀行
建築設計
広告デザイン業

湖　南
守　山
守　山
長　浜
長　浜
長浜北
長浜北
長浜北
長浜北
大　津
大　津
大　津
大津東
大津東
大津西
栗　東
高　島
高　島
平城京
奈　良
奈　良
奈　良
奈　良
奈良西
大和郡山

髙畑　　学
小島　隆雄
尾形　昇司
田中　克利
長岡　高史
葛川　　睦
駒本　幸伸
松山　久史
大久保昌彦
齊藤　壽一
小野　弘嗣
森上　和昌
井上　博喜
中森　康徳
西村　伸一
𠮷仲　雅利
中村　力良
鳥居　保典
中川　茂宣
岡村　義郎
奥野　順也
足達　保樹
田遠　貴行
木村　和弘
岡田太計雄

農業経営
医薬品
歯科材料製造
商業銀行
ホテル
賃貸仲介
ホテル
商業銀行
鉄工建築
電気計測器製造
電信電話事業
住宅販売
商業銀行
映像制作
水道工事
自動車販売
燃料販売
楽器販売
建設業
産婦人科医
電話事業
林業
ﾊｳｽｸﾘ ﾆーﾝｸﾞ
人事管理
山林業

6 月退会者一覧

京丹後
京丹後
宇　治
福井東

福井あじさい
大　野
大　野
武　生

五個荘能登川
東近江
彦　根
彦根南
大　津
大　津
大　津
奈　良

日本ﾛｰﾀﾘｰEｸﾗﾌﾞ2650
　　

京都東
京都東
高　島
奈良西

笹野　　満
太田　真照
堀井　寛和

　平野　信三※
小原　弘明
黒原　孝雄
松田　浩次
丹羽　新吾
足立　直也
今井　康生
谷　　節雄
瓜生　貴彦
安田　　豊
西川　文雄
中村　利夫
笠置　侃一
瀬田川　修
　　

桃井　真也
服部　峻昇
松田　繁哉
中村　保　
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クラブ名 氏名

ご逝去会員一覧
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※は名誉会員へ移行
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